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(57)【要約】
　表面に導電性材料からなる支持体（１４）がある少な
くとも１つのカーカスプライ（１１）を備えたカーカス
（３）を有する車両用空気式タイヤ（１）、およびその
ような車両用空気式タイヤ（１）を製造する方法。目的
は、車両用空気式タイヤ（１）および車両用空気式タイ
ヤ（１）を製造する方法を使用可能にすることであり、
そのタイヤの導電性は、単純な手段および単純な構造設
計によって確実に保証される。この目的は、支持体（１
４）が導電性ゴム混合物であり、導電性ビードベース部
（９）から上部構造体（４）までカーカス層（１１）の
表面上を連続的に延び、導電性ビートベース部（９）お
よび上部構造体（４）と接触することで達成される。方
法は以下のステップ、すなわち、ａ）カーカス層（１１
）を製造するステップと、ｂ）カーカス層（１１）の表
面を導電性ゴム混合物からなる、連続する支持体（１４
）で覆い、完成した車両用空気式タイヤ（１）の支持体
（１４）が、導電性ビードベース部（９）および上部構
造体（４）と接触するステップとを有する。



(2) JP 2016-515492 A 2016.5.30

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部構造体（４）と、カーカス（３）と、それぞれがビードベース部を有する２つのタ
イヤビード部（２）とを有する車両用空気式タイヤ（１）であって、前記カーカス（３）
は、一方のビードベース部から前記上部構造体（４）を介して他方のビードベース部に延
び、前記上部構造体（４）および少なくとも１つのビードベース部は導電性構成であり、
前記カーカス（３）は導電性構成ではなく、少なくとも１つのカーカスプライ（１１）を
有し、前記カーカスプライ（１１）の表面は、導電性材料からなるオーバレイ（１４）を
有する、車両用空気式タイヤ（１）において、
　－　前記オーバレイ（１４）は、導電性ゴム混合物であることと、
　－　前記カーカスプライ（１１）は、前記導電性ビードベース部（９）から前記上部構
造体（４）まで延び、前記カーカスプライ（１１）のオーバレイがかかった面は、前記上
部構造体（４）および前記導電性ビードベース部（９）と接触することと、
　－　前記オーバレイ（１４）は、前記導電性ビードベース部（９）から前記上部構造体
（４）まで、前記カーカスプライ（１１）の前記表面上で連続的に延びることと、
　－　前記オーバレイ（１４）は、前記導電性ビードベース部（９）および前記上部構造
体（４）の両方と電気的に接触し、その結果として、前記導電性ビードベース部（９）お
よび前記上部構造体（４）は、導通した態様で互いに接続されることと、
を特徴とする車両用空気式タイヤ（１）。
【請求項２】
　前記オーバレイ（１４）は、前記カーカス（３）に対して軸方向外側にあって、前記上
部構造体（４）と前記導電性ビードベース部（９）との間に延びることを特徴とする、請
求項１に記載の車両用空気式タイヤ（１）。
【請求項３】
　前記カーカスプライ（１１）は、前記上部構造体（４）の領域で終端し、少なくともそ
の終点（１８）で前記上部構造体（４）と接触することと、前記オーバレイ（１４）は、
前記カーカスプライ（１１）の軸方向内側で、前記電導性ビードベース部（９）と前記上
部構造体（４）との間に延びることと、前記上部構造体（４）の領域において、前記オー
バレイ（１４）は、前記カーカスプライ（１１）の前記終点（１８）まで、または前記終
点（１８）を越えて延び、前記上部構造体（４）、さらに、前記導電性ビードベース部（
９）と接触することとを特徴とする、請求項１または２に記載の車両用空気式タイヤ（１
）。
【請求項４】
　前記オーバレイ（１４）は、前記車両用空気式タイヤ（１）の全周にわたって、または
円周の少なくとも一部の領域にわたって延びることを特徴とする、請求項１～３のいずれ
か１項に記載の車両用空気式タイヤ（１）。
【請求項５】
　前記オーバレイ（１４）は、前記カーカスプライ（１１）の全長にわたって、または前
記全長の少なくとも一部の領域にわたって延びることを特徴とする、請求項１～４のいず
れか１項に記載の車両用空気式タイヤ（１）。
【請求項６】
　前記オーバレイ（１４）の厚さは０．００５ｍｍ～６．０ｍｍ、特に０．０１ｍｍ～２
．５ｍｍ、特に０．０５ｍｍ～１．２ｍｍであることを特徴とする、請求項１～５のいず
れか１項に記載の車両用空気式タイヤ（１）。
【請求項７】
　導電性の上部構造体（４）と、２つのビードベース部と、カーカス（３）とを有する車
両用空気式タイヤを製造する方法であって、前記カーカス（３）は、一方のビードベース
部から前記上部構造体（４）を介して他方のビードベース部に延び、前記上部構造体（４
）および少なくとも１つのビードベース部は導電性構成であり、前記カーカス（３）は導
電性構成ではない、方法において、
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　ａ）カレンダでカーカスプライ（１１）を製造するステップと、
　ｂ）前記カーカスプライ（１１）の表面を導電性ゴム混合物からなる、連続するオーバ
レイ（１４）で覆い、完成した前記車両用空気式タイヤ（１）の前記オーバレイ（１４）
は、導電性ビードベース部（９）および前記導電性上部構造体（４）と接触するステップ
と、
　ｃ）前記オーバレイ（１４）を有する前記カーカスプライ（１１）をタイヤ構築ドラム
上に配置するステップと、
　ｄ）前記カーカス（３）を仕上げるステップと、
　ｅ）さらなるステップを用いて前記車両用空気式タイヤ（１）を仕上げるステップと、
を含む方法。
【請求項８】
　ステップｂ）で前記カーカスプライ（１１）を前記オーバレイ（１４）で覆うのは、前
記カレンダがけ時に、および／またはその後に直接行われることを特徴とする、請求項７
に記載の方法。
【請求項９】
　前記カーカスプライ（１１）は、ステップｂ）で、その全幅にわたって、またはその幅
の少なくとも一部にわたって、前記オーバレイ（１４）で覆われることを特徴とする、請
求項７または８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記カーカスプライ（１１）は、ステップｂ）で、その長手方向の範囲全体にわたって
、またはその長手方向の範囲の少なくとも一部の領域にわたって、前記オーバレイ（１４
）で覆われることを特徴とする、請求項７～９のいずれか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、上部構造体と、カーカスと、それぞれがビードベース部を有する２つのタイ
ヤビード部とを有する車両用空気式タイヤであって、カーカスは、一方のビードベース部
から上部構造体を介して他方のビードベース部に延び、上部構造体および少なくとも１つ
のビードベース部は導電性構成であり、カーカスは導電性構成ではなく、少なくとも１つ
のカーカスプライを有し、カーカスプライの表面は、導電材料からなるオーバレイを有す
る、車両用空気式タイヤに関する。本発明はさらに、この種の自動車用空気式タイヤを製
造する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両は、駆動時に充電することができる。放電プロセスを回避するために、静電荷を十
分に放散させる対策を講じなければならない。静電荷を放散させることができるようにす
るために、タイヤの構成要素は導電性とされ、車両用空気式タイヤの車道との接触面から
、車両用空気式タイヤのタイヤリムとの接触領域まで導電路を形成する。これは、例えば
、導電性ゴム混合物の使用によって達成することができる。
【０００３】
　開発は、現在では、タイヤの転がり抵抗を小さくする方向に向かっている。転がり抵抗
を小さくする１つの手法は、低い転がり抵抗のゴム混合物を使用することである。転がり
抵抗が小さいこれらのゴム混合物のヒステリシスは、とりわけ、低機能フィラ、より少量
のフィラの使用によって、またはカーボンブラックをシリカに置き換えることによって、
小さくすることができる。しかし、転がり抵抗が小さいこれらのゴム混合物の使用により
、これらのゴム混合物の電気抵抗が大きくなり、その結果として、導電性が低くなる。静
電荷が放散されるのを可能にする、最大で１×１０８Ωのタイヤ全体の所要電気抵抗を保
証することができない。
【０００４】
　導電性材料とは、タイヤが、最大で１×１０８Ωの電気抵抗を有するような導電性を有
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する材料を意味するものとされる。非導電性のゴム混合物とは、タイヤが１×１０８Ωよ
りも大きい電気抵抗を有するゴム混合物を意味するものとされる。
【０００５】
　濃度が非常に低い導電性カーボンブラックと呼ばれるものが、改善策としてしばしば使
用される。しかし、カーボンブラックは、強化／剛性化効果を有し、さらに、ヒステリシ
ス挙動に関して、ひいては転がり抵抗に関して悪影響を及ぼす。さらに、導電性カーボン
ブラックに基づくそのような方策は費用がかかる。したがって、開発は、車両用空気式タ
イヤにおける導電性ゴム混合物の使用を減らす方向に向かっている。
【０００６】
　特許文献１は、カーカスを有する車両用空気式タイヤを開示しており、導電性構成の糸
の形態の要素が、カーカスの２つの表面の少なくとも一方に配置され、それにより、車両
用空気式タイヤの導電性を改善する。これを達成するために、カレンダでカーカス構成要
素を製造した後、糸の形態の要素が、カーカスの少なくとも１つの表面に加えられる。こ
の場合の問題は、タイヤ製造中に、カーカスが厳しい応力を受けることである。例えば、
糸の形態の要素が十分に伸びない場合、糸の形態の要素が裂け、導電路が遮断されるため
に、静電荷の確実な放散は保証されない。車両用空気式タイヤでゴム以外の材料を使用す
る場合、ゴムマトリクスへの結合を保証するために、対策がさらに講じられなければなら
ない。このために、さらなる予備ステップが必要になることが多い。これは、製造プロセ
スの費用を増大させ、製造プロセスをさらに複雑にする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】独国特許出願公開第１０２０１００１８４４３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の主目的は、単純な手段によって、および安い構築費用で車両用空気式タイヤの
導電性を確実に保証する車両用空気式タイヤを提供することである。本発明のさらなる主
目的は、この種の車両用空気式タイヤを単純な態様で製造できる方法を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前述の目的は、オーバレイが導電性ゴム混合物であることと、カーカスプライが導電性
ビードベース部から上部構造体まで延び、カーカスプライのオーバレイがかかった面が、
上部構造体および導電性ビードベース部と接触することと、オーバレイが、導電性ビード
ベース部から上部構造体まで、カーカスプライの表面上で連続的に延びることと、オーバ
レイが、導電性ビードベース部および上部構造体の両方と電気的に接触し、その結果とし
て、導電性ビードベース部および上部構造体が、導通した態様で互いに接続されることと
によって、車両用空気式タイヤに関して達成される。
【００１０】
　この場合に、導電性の上部構造体は、車道の表面と接触するタイヤの表面とカーカスプ
ライのオーバレイとの間の導電接続部を形成する。特に、「上部構造体」という用語は、
トレッド、ベルト、および前述の構成要素間の中間層を含む構成要素を指す。ビードベー
ス部は、カーカスと、タイヤリムとの接触面とを互いに接続するビード部の領域である。
導電性ビードベース部は、カーカスプライのオーバレイと、車両用空気式タイヤのタイヤ
リムとの接触面との間で導電接続を形成する。その二次元的な広がりにおいて、カーカス
プライは、それぞれがカーカスプライの１つの面を形成する２つの伸長外側面を有する。
【００１１】
　１つの利点は、車両用空気式タイヤの導電性が、カーカスプライにオーバレイをかける
という単純な方策で確実に保証されることである。タイヤリムからの静電荷の放散を、車
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両用空気式タイヤを介して車道に至るまで確実に行うことができることが保証される。
【００１２】
　車両用空気式タイヤのカーカスプライのオーバレイがかかった領域は、オーバレイが、
導電性ビードベース部および導電性上部構造体と接触し、ひいては、導電路が、車道の表
面と接触するタイヤ表面からタイヤリムとの接触面まで確立されるように延びるのはさら
に有益である。
【００１３】
　車両用空気式タイヤの製造および使用における要件に関して、ゴム混合物が多くの方法
で試験されてきた。したがって、十分な弾性などの不可欠な要件は満たされている。導電
性ゴム混合物からなるオーバレイは、上部構造体から導電性ビードベース部までの信頼で
きる導電路を保証する。
【００１４】
　オーバレイがカーカスプライに沿って延び、タイヤ構造においてこのカーカスプライの
一部とみなすことができるのはさらに有益である。したがって、車両用空気式タイヤは、
さらなる構成要素を有さず、タイヤに対して高価な設計策を講じる必要がない。
【００１５】
　したがって、提示された車両用空気式タイヤは、単純な手段によって、および単純な構
造設計で車両用空気式タイヤの導電性を確実に保証する。静電荷は、車両から車道に確実
に放散することができる。
【００１６】
　別の利点は、内側ライナ、カーカス、および／またはサイドウオールストリップなどの
サイドウオールの他の層が、非導電性材料から形成され、例えば、転がり抵抗に関して最
適化できることである。したがって、金属などの他の導電性材料の使用を回避することも
可能である。これらの材料の使用は、例えば、ゴム混合物への付着が保証されなければな
らないので費用がかかることが多い。
【００１７】
　オーバレイが、カーカスに対して軸方向外側にあって、上部構造体と導電性ビードベー
ス部との間に延びる場合、それは好都合である。Ｃ字形カーカスプライまたは浮きカーカ
スプライを有するカーカスの場合、それによって、タイヤの導電性を確実かつ単純な態様
で達成することが可能である。Ｃ字形カーカスプライは、軸方向内側から軸方向外側にビ
ードコアの回りを引き回され、軸方向外側で、上部構造体まで延びるカーカス折り返し部
になる。浮きカーカスプライは、カーカスの軸方向最外のプライとして、ビードベース部
と上部構造体との間に延びる。浮きカーカスプライは、ビード部の領域と、上部構造体の
領域とで終端する。カーカス折り返し部または浮きカーカスプライの軸方向外側面は、連
続するオーバレイを有し、このオーバレイは、上部構造体および導電性ビードベース部の
両方と接触する。オーバレイがかかったＣ字形カーカスプライおよびオーバレイがかかっ
た浮きカーカスプライの例示的な実施形態が、それぞれ図１および図２に示されている。
【００１８】
　カーカスプライが上部構造体の領域で終端し、少なくともその終点で上部構造体と接触
し、オーバレイが、カーカスプライの軸方向内側で、導電性ビードベース部と上部構造体
との間に延び、かつ上部構造体の領域で、オーバレイがカーカスプライの終点まで、また
は終点を越えて延び、上部構造体と接触し、さらに、導電性ビードベース部と接触する場
合、それはさらに好都合である。この場合に、上部構造体の領域におけるカーカスプライ
の終点は、カーカスプライの両面に属するとみなされる。それにより、分割されたカーカ
スプライの場合に、確実かつ単純な態様でタイヤの導電性を保証することが可能である。
この場合に、分割カーカスプライは、一方のタイヤビード部から上部構造体を介して他方
のタイヤビード部に延び、上部構造体の領域で周方向に分割される。２つのカーカスプラ
イ要素は、上部構造体の領域で重なることができる。オーバレイがかかったカーカスプラ
イは、分割カーカスプライの一方のカーカスプライ要素とすることができる。オーバレイ
がかかったカーカスプライ要素をそれぞれが有する、分割カーカスプライの２つの例示的
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な実施形態が、図３および図４に示されている。
【００１９】
　オーバレイが、車両用空気式タイヤの全周にわたって、または円周の少なくとも一部の
領域にわたって延びる場合、それは好都合である。特に、オーバレイは、導電性ゴム混合
物からなる１つまたは複数個程度のストリップ、特に３～３０個のストリップ、特に４～
２０個のストリップ、特に５～１０個のストリップとすることができ、ストリップはそれ
ぞれ、導電性ビードベース部および上部構造体と連続的に接触し、タイヤの円周にわたっ
て分布する態様で配置される。それにより、ゴムの量を減らしたまま、電荷の確実な放散
を達成することが可能になる。特に、ストリップは、等距離にある態様で配置することが
できる。それにより、車両用空気式タイヤの円周にわたって均一な質量分布を達成するこ
とが可能である。
【００２０】
　オーバレイが、カーカスプライの全長にわたって、または全長の少なくとも一部の領域
にわたって延びる場合、それはさらに好都合である。この場合に、カーカスプライの長さ
は、車両用空気式タイヤの周方向に垂直な方向で、カーカスプライに沿った、カーカスプ
ライの一端から他端までの範囲の長さである。カーカスプライの全長をオーバレイで覆う
ことで、様々なタイヤ設計用の長さにまだ切断されていないカーカスプライの使用が簡単
なものになり、製造の複雑さが軽減される。カーカスの全長の一部の領域のみにわたって
延びるオーバレイを用いて、導電性ゴム混合物の量を最小限にすることが可能である。
【００２１】
　オーバレイの厚さが０．００５ｍｍ～６．０ｍｍ、特に０．０１ｍｍ～２．５ｍｍ、特
に０．０５ｍｍ～１．２ｍｍであれば、それは好都合である。したがって、オーバレイを
薄くする、特に、車両用空気式タイヤの側部領域の他の層、例えば、カーカス、内側ライ
ナ、またはサイドウオールストリップよりも薄くすることが可能である。したがって、導
電性ゴム混合物からなるオーバレイを用いて導電性を保証することで、車両用空気式タイ
ヤの側部領域の導電性ゴム混合物の量を低く抑えることが可能である。
【００２２】
　タイヤビード部が共に導電性のビードベース部を有し、導電性のビードベース部が共に
、オーバレイによって、導通した態様で上部構造体に接続される場合、それは有益である
。この場合に、一方のビードベース部から上部構造体を介して他方のビードベース部に延
びるのも、オーバレイに係わる事項であり得る。
【００２３】
　この種の車両用空気式タイヤを製造する方法は、次のステップで行われる。
　ａ）カーカスプライを製造するステップ、
　ｂ）カーカスプライの表面を導電性ゴム混合物からなる、連続するオーバレイで覆い、
完成した車両用空気式タイヤのオーバレイは、導電性ビードベース部および導電性上部構
造体と接触するステップ、
　ｃ）オーバレイを有するカーカスプライをタイヤ構築ドラム上に配置するステップ、
　ｄ）カーカスを仕上げるステップ、
　ｅ）さらなるステップを用いて車両用空気式タイヤを仕上げるステップ。
【００２４】
　これは、単純な手段によって、および単純な構造設計で、車両用空気式タイヤの導電性
を確実に保証する自動車用タイヤを製造することを簡単に可能にする方法を提供する。
【００２５】
　この場合に、車両用空気式タイヤの導電性ビードベース部と上部構造体との間の導電性
が、ただ１つの製造ステップであるステップｂ）によって保証されるのは有益である。こ
のステップが、カーカスプライの製造にしか影響を及ぼさないのはさらに重要である。他
のすべての製造ステップ、特に、車両用空気式タイヤの組み立ておよび構造設計は変わら
ない。
【００２６】
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　別の利点は、内側ライナ、カーカス、および／またはサイドウオールストリップなどの
サイドウオールの他の層が、非導電性材料から形成され、例えば、転がり抵抗に関して最
適化されることである。
【００２７】
　カーカスプライは、車両用空気式タイヤの補強プライである。ステップａ）でのカーカ
スプライの製造は、特に、カレンダ加工によって行われ、補強材がゴム混合物に埋め込ま
れる。この場合に、補強材は、カーカスプライの長手方向、すなわち、カレンダがけの製
造方向に延びる。完成した車両用空気式タイヤでは、カーカスの補強材は、通常、周方向
に交差して延びる。
【００２８】
　ステップｂ）でカーカスプライをオーバレイで覆うのが、カレンダがけ時に、および／
またはその後に直接行われる場合、それは好都合である。それにより、この製造ステップ
を単純な態様で、特に完全に自動化して行うことが可能である。
【００２９】
　ステップｂ）で、カーカスプライがその全幅にわたって、またはその幅の少なくとも一
部にわたって、オーバレイで覆われる場合、それはさらに好都合である。この場合に、カ
ーカスプライの幅は、カーカスプライの補強材の長手伸長方向に交差する方向に広がる。
特に、導電性ゴム混合物からなる１つまたは複数のストリップ、特に３～３０個のストリ
ップ、特に４～２０個のストリップ、特に５～１０個のストリップを、間に間隔を置いて
加えることができる。それにより、単純な方法を使用して、使用される導電性ゴム混合物
の量を減らし、同時に、完成した車両用空気式タイヤ上の静電荷の確実な放散を保証する
ことが可能である。特に、ストリップは、等距離にある態様で配置することができる。そ
れにより、均一な質量分布が得られる。
【００３０】
　ステップｂ）で、カーカスプライがその長手方向の範囲全体にわたって、またはその長
手方向の範囲の少なくとも一部の領域にわたってオーバレイで覆われる場合、それは好都
合である。長手方向の範囲全体にわたって覆うことで、連続的な覆い形成プロセスが可能
になり、カーカスプライは、様々な長さに切断することにより、非常に単純な態様で、様
々な車両用空気式タイヤに利用することができるようになる。長手方向範囲の一部の領域
を選択的に覆うことで、使用される導電性ゴム混合物の量を最小限にすることが可能であ
る。
【００３１】
　そのような方法を用いて、Ｃ字形カーカスプライ、浮きカーカスプライ、または分割カ
ーカスプライを、導電性ゴム混合物からなるオーバレイで覆うことにより、導電性が確実
に保証される車両用空気式タイヤを単純な態様で製造することが可能である。
【００３２】
　本発明はさらに、本発明による方法で製造される車両用空気式タイヤに関する。
【００３３】
　本発明のさらなる特徴、利点、および細部が、例示的な実施形態を概略的に示す図を用
いて、以下にさらに詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】タイヤリムと、カーカスがＣ字形カーカスプライを有する、本発明による車両用
空気式タイヤとの半径方向部分断面図の右手側を示している。
【図２】カーカスが浮きカーカスプライを有する、本発明による車両用空気式タイヤの半
径方向部分断面図の右手側を示している。
【図３】カーカスが分割カーカスプライを有する、本発明による車両用空気式タイヤの半
径方向部分断面図を示している。
【図４】カーカスが分割カーカスプライを有する、本発明による車両用空気式タイヤの半
径方向部分断面図を示している。
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【発明を実施するための形態】
【００３５】
　図１は、乗用車用の空気式車両タイヤの半径方向部分断面図の右手側を示している。ゴ
ム混合物からなる車両用空気式タイヤ１は、右手のタイヤビード部２から左手のタイヤビ
ード部（図示せず）まで延びる半径方向カーカス３を含む。車両用空気式タイヤ１は、ト
レッド５と、トレッド５とカーカス３との間に配置されたベルト６とを有する上部構造体
４を有する。上部構造体４または上部構造体４の少なくとも一部は導電性構成であり、車
道の表面と接触するトレッド５の表面とカーカス３との間で導電接続を形成している。示
したタイヤビード部２は、カーカス３と、タイヤリム１０との接触面との間に広がる導電
性のビードベース部９を含む。車両用空気式タイヤ１は、内側ライナ７およびサイドウオ
ールストリップ８などの、カーカス３に隣接する構成要素をさらに有し、内側ライナ７お
よびサイドウオールストリップ８は、車両用空気式タイヤの側部領域において、軸方向内
側および軸方向外側でカーカス３に隣接している。
【００３６】
　カーカス３は、補強材が非導電性ゴム混合物に埋め込まれた中間層からなるカーカスプ
ライ１１を有する。カーカスプライ１１は、Ｃ字形カーカスプライとして公知のものであ
り、Ｃ字形カーカスプライは、軸方向内側から軸方向外側に、高張力のビードバンドル１
２の回りを引き回され、軸方向外側で、上部構造体４まで延びるカーカス折り返し部１３
になる。カーカス折り返し部１３の軸方向外側面は、導電性ゴム混合物からなるオーバレ
イ１４を有し、オーバレイ１４は、導電性ビードベース部９から上部構造体４まで連続的
に延び、導電性ビードベース部９および上部構造体４の両方と接触し、その結果として、
導電性ビードベース部９および上部構造体４は、導通した態様で互いに接続される。導電
性ビードベース部９は導電性材料を有し、オーバレイ１４と、車両用空気式タイヤのタイ
ヤリム１０との接触面との間で導電接続を形成する。したがって、車両用空気式タイヤ１
は、タイヤリム１０との接触面からトレッド５の車道との接触面までの導電路を有する。
オーバレイ１４は、０．０８ｍｍの厚さを有し、車両用空気式タイヤ１の全周にわたって
連続的に延びる。車両用空気式タイヤ１の左手領域（図示せず）は、同一の構成とするこ
とができる。しかし、この左手領域は、オーバレイ１４および／または導電性ビードベー
ス部９を有さなくてもよい。
【００３７】
　図２は、別の車両用空気式タイヤ１の半径方向部分断面図の右手側を示している。上部
構造体４の下の外側カーカス折り返し部１３で終端するカーカスプライ１１に加えて、カ
ーカス３は、浮きカーカスプライ１５として公知のものを有する。この浮きカーカスプラ
イは、カーカス３の軸方向最外プライとして、導電性ビードベース部９と上部構造体４と
の間で連続的に延び、それぞれの領域で終端する。浮きカーカスプライの軸方向外側面は
、上部構造体４および導電性ビードベース部９と接触し、それらを導通した態様で接続す
るオーバレイ１４で覆われている。オーバレイ１４は、厚さが１ｍｍで平均幅が１０ｍｍ
のストリップである。そのようなストリップは、タイヤの円周にわたって等間隔で配置さ
れる。
【００３８】
　図３は、分割カーカスプライを備えたカーカス３を有する車両用空気式タイヤ１の半径
方向部分断面図を示しており、分割カーカスプライは、一方のタイヤビード部２から上部
構造体４を介して他方のタイヤビード部２まで延び、上部構造体４の領域において、車両
用空気式タイヤ１の周方向で、２つのカーカスプライ要素１６、１７に分割されている。
２つのカーカスプライ要素１６、１７は、上部構造体４の領域で重なっている。カーカス
プライ要素１６は、上部構造体４の領域で終端し、カーカスプライ要素１６の終点１８で
上部構造体４と接触している。カーカスプライ要素１６に隣接する車両用空気式タイヤ１
のタイヤビード部２は、導電性ビードベース部９を有する。カーカスプライ要素１６はオ
ーバレイ１４を有し、オーバレイ１４は、軸方向内側で、カーカスプライ要素１６に沿っ
て、導電性ビードベース部９の領域からカーカスプライ要素１６の終点１８まで、または
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れらを導通した態様で接続する。
【００３９】
　図４は、車両用空気式タイヤ１の別の半径方向部分断面図を示している。車両用空気式
タイヤのカーカス３は２つのカーカスプライ１１を有し、カーカスプライ１１は、２つの
カーカスプライ要素１６、１７に分割されたカーカスプライである。図３と同様に、カー
カスプライ要素１６は、導通した態様で導電性ビードベース部９を上部構造体４に接続す
るオーバレイ１４を有する。この場合に、オーバレイをかけられるのは、基本的には、カ
ーカスの面ではなくて、分割カーカスプライの面である。
【００４０】
　図１～４に示した例示的な実施形態は、本発明による方法を用いて製造することができ
る。
【符号の説明】
【００４１】
　１　車両用空気式タイヤ
　２　タイヤビード部
　３　カーカス
　４　上部構造体
　５　トレッド
　６　ベルト
　７　内側ライナ
　８　サイドウオールストリップ
　９　導電性ビードベース部
　１０　タイヤリム
　１１　カーカスプライ
　１２　ビードバンドル
　１３　カーカス折り返し部
　１４　オーバレイ
　１５　浮きカーカスプライ
　１６　カーカスプライ要素
　１７　カーカスプライ要素
　１８　終点
　ａＲ　軸方向
　ｒＲ　半径方向
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